
令和４年度 神戸市政策会議 概要 

 

開催日時 
令和４年８月 31日（水）11時 30分～12時 00分 

令和５年１月 12日（木）16時 00分～17時 00分 

出 席 者 

市長、副市長、市長室長、企画調整局長、企画調整局副局長、企画

調整局担当部長※１、企画調整局政策課長、行財政局長、行財政局

財務課長、経済観光局副局長※１、都市局担当部長※２、建築住宅局

長 

※１…1/12のみ、※２…8/31のみ 

議 題 移住定住の推進 

提案概要 

・Web サイト「こうべぐらし」での情報発信、移住相談窓口こうべ

ぐらしコンシェルジュによる相談体制により、神戸への移住を検

討される方々に必要な情報を届ける。 

・令和４年度リニューアルした神戸への住み替えを後押しする個人

への直接的な支援を継続する。（こうべぐらし応援補助金「住みか

えーる」、“はたらく×くらす”神戸移住支援） 

・豊かな自然環境に親しみ新たなライフスタイルと調和する「神戸・

里山暮らし」を推進する。 

・国制度の移住支援金の拡充に対する市の対応方針の決定 

会議結果 

(主な意見 

等を含む) 

全体の方向性については了。 

 

喫緊の市政課題である人口減少傾向に歯止めをかけるため、若年

層を主なターゲットとし、様々なアプローチにより神戸への移住定

住を推進していくことについて、局からの提案をもとに議論した。 

・住み替え支援については制度リニューアル後間もなく、基本的に

現制度を継続する。今年の移住支援の状況を分析、検証しながら、

効果がないものは見直していく。 

・里山・農村版「空き家おこし協力隊」は農村定住コーディネータ

ーと連携しながらうまく実施できている。 

・Web サイト「こうべぐらし」は見やすいデザインや、コンテンツ

の充実などによりアクセス数を増やせるよう工夫を続ける。ま

た、広報戦略部とも相談しながら進めていく。 

・産業団地就業者神戸移住支援制度は意義がある。現在の助成金額

でも喜ばれているが、こども一人につき加算するなどの制度拡充

を検討する。 

・国制度の移住支援金は、制度の使いやすさ自体が改善されていな



いため、過去の市実績や県の直近実績等を鑑み、引き続き見送り

とする。 

 


